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身体に障害のある皆さんの

住みよいまちづくりをめざして
9月22日から24日にかけて、心身障害者の

皆さんの作品展示会や障害者大行進とボラン

テイアのつどいが、 23日の日曜広場を中心に

行われました。

これは、市が国の「障害者福祉都市」の指

定を受けたのを機会に、市民の皆さ んに障害

者の実態を理解していただくと とも に、 障

害者の皆さんの生活圏を広げ、みんなで住み

よい明るいまちづくりを進めるこ とを目的に

行われました。
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主な内容 市民と市長の日
「市民と市長の日」を11月 1日(木)午

前 9時から午後 4時ま で、市役所3

階市長室で行います。お気軽におで

9月定例市議会終 る l 

鎌倉市・品e岩町と の姉妹都市提携議決される(....・H ・-…… 2ペ ー ジ

収入役に斎藤満隆さん選任・……・・・…・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・3ペ ー ジ

定期監査の結果公表・・・・…・・・……-…・・・・・・・・…....................4ペ ー ジ

市制60周年記念行事・…-一-一…………・ー・・・…・…・・・一…・…・・・・5ペー ジ

父子家庭W医療貸無料化...........……・・・・・…・・・…・・・・・・・…….6ペ ジ

国民年金相談所開設・…・・・・・・・ー…・…・・・・・・・・…・・・・・・・・・…・・・…・・ 7ペ ー ジ

雇用促進援護制度大幅 に拡充・...................一…・・・・・・・・・・・・…8ペ ー ジ

かけください。
内 目 前-曲 目山

農地問題相談日
「農地問題相談」を11月 1日(木)午前

8時 30分から午後 5時 まで、市役所

2 階農業委員会事務局で行~，ます。
お気 軽 におでかけ ください。
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〈九
月
定
例
市
議
会
終
る
〉

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
会
で
は

「
上
田
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
条
例
」
の
制
定
、

前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
父
子
家
庭
に
対
し
、
医
療
費
の
無
料
化
を
図
る

「上
田
市
母
子
家
庭
等
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
」
の
一
部
改
正
、
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
伴
う

「上
田
市
税
条
例
」
の
一
部
改
正
。
財
政
の
健
全
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る
一
般
会
計
特
別
会
計
補
正
予
算
。
鎌
倉
市
、
出
石
町

(
い
ず
し
ち
ょ
う
)
と
の
姉
妹
都
市
提
携
、
収
入
役
の
選
任
な
ど
二
十
六
議
案

が
審
議
さ
れ
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
本
庁
舎
の
狭
あ
い
を
解
消
す
る
た

め
の
A
7
年
度
増
築
事
業
費
、
自
治
会
の

防
犯
灯
電
気
料
補
助
金
、
史
跡
公
圏
内

整
備
と
し
て
、
明
倫
堂
解
体
工
事
費
、

公
園
内
建
物
撤
去
工
事
費
な
ど
に
五
千

三
十
六
万
四
千
円
。

〈民
生
費
〉

同
和
対
策
費
と
し
て
、
川
西
、
緑
が

丘
西
、
御
所
地
区
の
道
路
な
ど
生
活
環

境
整
備
工
事
費
、
相
染
閣
駐
車
場
の
舗

装
工
事
費
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
陶

芸
用
作
業
室
新
築
工
事
費
な
ど
に
三
千

二
百
三
十
七
万
三
千
円
。

〈衛
生
費
〉

上
小
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
、
上
田

市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
負
担

金
、
大
星
斎
場
組
合
負
担
金
、
上
田
市

止
か
八
か
町
村
病
院
組
ふ
ロ
負
担
金
、
ギ
巾

えつ

予

算
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家
庭
に
対
し
、
医
療
費
の
無
料
化
を
図

号
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

制

マ
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正
ム

私
た
ち
上
田
市
民
は
、
一
人
ひ
と
り

が
生
涯
(
し
よ
う
が
い
)
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
た
く
ま
し

庁
舎
増
築
に
あ
わ
せ
た
保
健
セ
ン
タ
ー
、

水
道
庁
舎
建
設
事
業
費
な
ど
に

一
億
六

千
九
百
七
十

一
万
三
千
円
。

〈農
林
水
産
業
費
〉

同
和
地
区
農
業
振
興
費
と
し
て
、
本

し
め
じ
人
工
周
年
栽
培
施
設
費
、
農
業

改
善
事
業
費
と
し
て
、
多
目
的
研
修
集

会
施
設
建
設
工
事
費
、
特
別
島
山
村
総

合
対
策
事
業
、
集
団
営
農
用
機
械
整
備

事
業
、
水
田
利
用
再
編
転
作
促
進
事
業

な
ど
の
補
助
金
に
一
億
八
千
八
百
四
十

三
万
四
千
円
。

〈商
工
費
〉

商
庖
街
ア
ー
ケ
ー
ド
電
灯
料
補
助
金
、

塩
田
地
区
の
観
光
案
内
板
設
置
費
な
ど

に
二
百
五
十
三
万
七
千
円
。

〈
土
木
費
〉

道
路
補
修
工
事
費
、
道
路
新
設
改
良

工
事
費
、
河
川
改
修
工
事
費
、
河
川
用

悪
水
路
維
持
補
修
工
事
費
、
新
参
町
下

郷
線
用
地
買
収
費
、
中
央
公
園
用
地
買

収
費
、
同
和
地
区
の
老
朽
住
宅
(
五
戸

分
)
除
却
補
助
金
な
ど
に
三
億
六
百
二

十
七
万
六
千
円
。

〈消
防
費
〉

西
塩
田
地
区
の
第
十
六
分
団
車
庫
お

よ
び
詰
所
新
築
工
事
費
な
ど
に
千
二
百

三
十
五
万
八
千
円
。

〈教
育
費
〉

各
小
、
中
学
校
施
設
整
備
お
よ
び
補

修
工
事
費
、
信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
建
設
補
助

金
、
下
塩
尻
の
河
川
運
動
場
新
設
工
事

費
、
自
然
運
動
公
園
に
多
額
の
ご
寄
付

J
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U
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一
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
積
極
的
に
す
す

め
、
豊
か
な
余
暇
生
活
を
営
も
う
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
し
て
、
マ
ナ
ー

い

ず

し

川

一
鎌
倉
市
・
出
石
町
と
の

姉
妹
都
市
提
携
議
決
さ
れ
る
…

〈調
印
式
は
け
月
5
日
何
市
役
所
〉

…

こ
の
た
び
、
歴
史
的
背
景
、
文
化
、
鎌
倉
街
道
を
通
じ
て
、
塩
田

1
鎌
倉
一

山
観
光
な
ど
に
共
通
性
を
持

っ
た
都
市
聞
に
は
か
な
り
ひ
ん
ぱ
ん
な
交
流
が
山

一
と
教
育
、
文
化
、
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
あ
り
「
信
州
の
鎌
倉
」
と
し
て
知
ら
…

一
一
の
市
民
交
流
を
と
お
し
て
お
互
い
の
れ
て
い
る
塩
田
平
に
は
、
鎌
倉
時
代
~

一
理
解
と
親
善
を
深
め
、
地
域
社
会
の
の
文
化
財
が
多
数
現
存
し
て
い
ま
す
。
一

一一
発
展
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

出
石
町

(
兵
庫
県
)

一
九
月
定
例
市
議
会
で
、
鎌
倉
市
、
人
口
約
一
万
一
千
人
の
城
下
町
で
、
…

一
出
石
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
が
議
決
藩
士
の
登
城
を
知
ら
せ
た
州
民
拡
断
H

…

一
さ
れ
ま
し
た
。
参
考
に
、
両
都
市
の
や
H

出
石
城
跡
H

が
、
城
下
町
の
な
一

一
概
況
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

ご
り
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

ん
鎌
倉
市

(神
奈
川
県

)

上

田

市

と

の

歴

史

的

つ

な

が

り

は

人
口
十
七
万
余
人
、
戦
後
は
首
都
宝
永
三
年

二

七

O
」
ハ
)
、
徳
川
幕
府
一

…
圏
の
衛
星
都
市
と
し
て
の
発
展
が
め
の
命
に
よ
り
上
田
藩
主
仙
石
氏
は
出
一

山
ざ
ま
し
い
。
七
百
有
余
年
の
歴
史
を
石

へ
、
出
石
藩
主
松
平
氏
は
上
田
へ
一

山
秘
め
た
古
都
で
H

大
仏
H

や
H

鶴
岡
そ
れ
ぞ
れ
国
替
え
さ
れ
、
多
く
の
人

~
八
幡
宮
H

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

々
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
田
市
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
は
、
な
お
、
調
印
式
は
十

一
月
五
日
開

…
執
権
北
条
氏
一
族
塩
田
北
条
三
代
の
午
前
九
時
か
ら
市
役
所
六
階
大
会
議

…
統
治
に
よ
り
鎌
倉
文
化
が
栄
え
た
が
、
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

を
永
く
伝
え
る
た
め
の
胸
像
建
設
工
事
神
川
、
神
科
、
豊
殿
J

一地
区
の
近
代

貨
な
ど
に
五
千
六
百
九
十
八
万
四
千
円
。

化
を
図
る
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

の
一
環
と
し
で
、
豊
殿
地
区
に
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た
め
制
定
し

ま
し
た
。

マ
上
田
市
母
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家
庭
等
医
療
費
特
別
給

付
金
条
例
の
二
部
改
正
A

持
叫
年
屯

IBHマ
ヘ
リ
記
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迅
寸
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0

b

F

71

条

例

マ
上
国
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
条

刷
閃
八
回

を
身
に
つ
け
よ
う
。

一
、
ス
ポ
ー

ツ
を
愛
し
、
広
く
世
界
の

人
々
と
手
を
つ
な
ご
う
。
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九
月
定
例
市
議
会
で
、
収
入
役
に

斎
藤
満
隆
さ
ん
が
、
母
袋
範
雄
さ
ん

の
後
任
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈収
入
役
〉

斎
藤
満
隆
さ
ん

(五
十
九
歳
)

九
月
定
例
市
議
会
で
、
新
し
い
選
挙

〈略

歴

〉

管

理
委
員
お
よ
び
同
補
充
員
に
次
の
皆

日
本
大
学
専
門
部
経
済
学
科
卒
業
、

さ

ん

が

選

任

さ
れ
ま
し
た
。

西
塩
田
村
収
入
役
、
塩
田
町
役
場
厚

前
任
の
近
藤

勇

さ
ん
、
山
崎
善町

生
課
長
、
同
総
務
課
長
、
上
田
市
福
郎
さ
ん
は
、
長
い
間
お
つ
と
め
さ
れ
、

ー 第 801

マ
予
算
の
主
な
使
い
み
ち

一
般
会
計

《総
務
・
5

~

家
庭
に

対
し
、
医
療
資
の
笹
川
料
化
を
図

号
る
た
め
改
正
し
ま
し
た
。

制

マ
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正
ム

第

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
優

一

良
住
宅
地
の
造
成
な
ど
の
た
め
土
地
な

一

ど
を
譲
渡
し
た
場
合
の
個
人
市
民
税
の

一

課
税
特
例
を
新
た
に
規
定
す
る
た
め
改

ト
正
し
ま
し
た
。

日
可
月
物

一

」

稿

「
事
件
決
議
し

昭
第一

マ
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

だ

一
収
入
役
に

ぇ
士
斎

藤

満

隆

さ

ん

ぅ

一

〈

叩
月
1
日
就
任
〉

幸

四

広

…

門口日川年

市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
負
担

金、

大
星
斎
場
組
合
負
担
金
、
上
田
市

ほ
か
八
か
町
村
病
院
組
合
負
担
金
、
市

私
た
ち
上
田
市
民
は
、
一
人
ひ
と
り

が
生
涯
(
し
よ
う
が
い
)
を
通
し
て
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で
た
く
ま
し

い
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
市
民
の
交
流
を
深

め
、
連
帯
感
に
支
え
ら
れ
た
、
明
る
い
豊

か
な
、
住
み
よ
い
上
田
市
を
築
く
こ
と

を
誓
い
、
次
の
目
標
を
か
か
げ
て
、
こ
こ

に
「
ス
ポ
ー
ツ
都
市
」
の
宣
言
を
す
る
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
た
く
ま
し

い
心
と
か
ら
だ
を
つ
く
ろ
う
。

て
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
じ
て
、
友
情

と
連
帯
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う
。

祉
事
務
所
長
、
同
民
生
部
長
、
同
建
設

部
長
、
社
会
福
祉
法
人
清
明
会
別
所
温

泉
長
寿
園
園
長
、
手
塚
。

母
袋
さ
ん
退
任

退
任
さ
れ
た
母
袋
さ
ん
は、

五
十
二

年
七
月
二
日
収
入
役
に
就
任
、
約
二
年

間
お

つ
と
め
さ
れ
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。選

挙
管
理
委
員

同
補
充
員
の
皆
さ
ん

決
ま
る

金
、
下
塩
尻
の
河
川
運
動
場
新
設
工
事

費
、
自
然
運
動
公
園
に
多
額
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
た
成
沢
定
平
さ
ん
の
ご
芳
志

一
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
積
極
的
に
す
す

め
、
豊
か
な
余
暇
生
活
を
営
も
う
。

一
、
ス
ポ

ー
ツ
を
実
践
し
て
、
マ

ナ
ー

家計簿をあっせん
< 1冊 190円〉

毎年好評の貯蓄増強中央

委員会発行の r55年あかる

い生活の家計簿」を生活交

通謀生活係、豊殿・塩田・

川西の各支所であ っせんし

ます。一冊 190円です。早
目に申込んでくださし、。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

〈選
挙
管
理
委
員
〉

森
山

潔
さ
ん

(七
十

一
歳
)

〈略
歴
〉
元
上
小
・

松
筑
地
方
事

務
所
長
、
選
挙
管
理
委
員
、
天
神

一

四

一

内
田

豊
さ
ん
(
六
十
六
歳
)

〈略
歴
〉
元
田
中
郵
便
局
長
、
上
向

塩

尻

町

鴇
沢

守

さ

ん

(

四

十

八

歳

)

同

〈略
歴
〉
元
小
学
校
教
員
、
選
挙
民

管
理
委
員
、
中
央

五

町

田
中
正
幸
さ
ん
(
六
十
五
歳
)

同

〈略
歴
〉
元
中
之
条
白
治
会
長
、

問

中
之
条

町

〈選
挙
管
理
委
員
補
充
員
〉

一

山
崎
善
四
郎
さ
ん
、
中
村
直
介
さ

町

ん
、
黒
坂
智
恵
子
さ
ん
、
横
山閣
慶
一

三
さ

ん

し

マ
上
田
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
条

例
ム

を
身
に
つ
け
よ
う
。

一
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
広
く
世
界
の

人
々
と
手
を
つ
な
ご
う
。

一
ロ

貝

一

付

一
職
一
人
事
異
動
川

一

市

一

間

部
長
級
マ
議
会
事
務
局

長

佐

藤
次

雄

(
庶
務
課
長
)

課
長
級
マ
企
画
財
政
部
付
丸
山
三

興

(市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
行
事
事

務
局
次
長
)

マ
庶
務
課
長

佐
藤
順
三

(下
水
道
課
長
)

マ
市
民
税
謀

長

鈴

木
昌
尚

(
資
産
税
課
長
)
マ
資
産
税
課

長

児

玉
久
保
(
城
南
解
放
会
館
長
)

マ
市
民
課
長

小
野
万
三
(
農
林
謀
長
)

マ
生
活
交
通
課
長
青
柳
好
文
(
福
祉

課
長
)
マ
国
保
年
金
課
長

川
上
武
男

(
観
光
課
長
)
マ
観
光
課
長
成
沢
秀

敏
(
体
育
課
長
)
マ
市
民

会

館

長

市

川
利

一
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

マ
農
林
謀
長
井
出
久
(
構
造
改
善

課
長
)
マ
福
祉
事
務
所
付
田
中
八
千

代
(
乳
児
院
看
護
財
長
)
マ
福
祉
課
長

消
水
輝
夫
(
学
校
教
育
課
長
)
マ
報
恩

寮
長
鈴
木
正
人

、市
民
会
館
長
)
マ

城
市
解
放
会
館
長
波
城
南
公
民
館
長

広
島
貞
之
(
生
活
交
通
深
長
)
マ
学
校

教
育
謀
長
武
田
茂
美
(
塩
田
支
所
総

務
課
長
)
マ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

逢
坂
登
茂
男
(
報
恩
祭
長
)
マ
農
業
共

済
課
長
小
池
毅
(
秘
書
係
長
)
マ

構
造
改
浮
波
長
林
徳
人
(
総
合
整

備
係
長
)
マ
下
水
道
成
長
」
仙
寺
秀
邦

マ
上
田
市
母
子
家
庭
等
医
療
貨
特
別
給

付
金
条
例
の
一
部
改
正
ム

前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
悦
の
父
子

(
拡
張
係
長
)
マ
塩
田
支
所
総

m課
長

兼
任
民
諜
長
滝
田
兵
次
(
運
用
係
長
)

マ
体
育
課
長
茅
野
ば
(
体
育
課
施

設
係
長
)

係
長
級
マ
秘
書
広
報
係
長
課
長
補
佐

鈴
木
秀
一
郎
(
商
工
相
談
所
長
)
マ
運

用
係
長
課
長
補
佐

西

沢

保

(

中
央

公
民
館
次
長
)
マ
商
工
相
談
所
長
課
長

補
佐

等
々
力

寛
(
保
護
係
長
)
マ

総
合
整
備
係
長
課
長
補
佐

水

出
光
夫

(社
会
係
長
)
マ
保
護
係
長
課
長
補
佐

金
井
俊
雄
(
国
民
年
金
係
長
)
マ
体
育
課

施
設
係
長
謀
長
補
佐
小
沢
良
行
(
体

育
振
興
係
長
)
マ
統
計
係
長
横
関

衛
(
学
務
係
長
)
マ
交
通
安
全
係
長

赤
羽
仁
士
(
市
民
会
館
庶
務
係
長
)
マ

国
民
年
金
係
長
上
原
幸
二
(
交
通
安

全
係
長
)
マ
社
会
係
長
官
下
文
音
(
統

計
係
長
)
マ
秘
書
諜
庶
務
係
長
滝
沢

重
美
(
秘
書
諜
主
査
)
マ
市
民
会
館
庶

務
係
長
萩
施
設
係
長
大
沢
美
治
(
市

民
課
主
査
)
マ
拡
張
係
長
竹
算
靖
之

(
工
務
課
主
査
)
マ
学
務
係
長
成
沢

勝
利

(
業
務
課
主
査
)
マ
体
育
振
興
係

長
成
沢
宏
昭
(
体
育
課
主
査
)
マ
中

央
公
民
館
次
長
久
保
田
寿
郎
(
秘
常

深
主
査
)
マ
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

館
長
内
藤
良
典
(
構
造
改
普
深
付

ト
パ
-
-
-
日
付
)

依
頼
退
職

(
九
川

Z
卜
日
付
)
マ
甲

出
茂
雄

(議
会
事
務
局
長
)
マ
林
昌

徳
(
市
民
税
課
長
)
マ
和
田
富
太
郎
(
市

民
深
長
)
マ
深
町
守
(
国
保
年
金
課

長
)
マ
小
山
四
郎
(
農
業
共
済
課
長
)
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「秋の行楽期 | 

」-交通事故防止運動」

|10月m 佳)，_11月5日(月)I 
秋の行楽期交通事故防止運動が、 10月27日仕)から

11月5日(月)まで行われます。

この時期は、観光地や行楽地を訪れる車の数が増

加し、交通事故が多く発生することが予想されます。

市民の皆さん、次のことを守 り、悲惨な交通事故

をな くしまし ょう o

p運転者は

oゆとりのある計画で安全運転につとめましょう。

Oヘルメット、シートベルトは必ず着用しましょう。

o歩行者の保護につとめましょう 。

o飲酒運転は絶対やめましょう。

砂歩行者は

o道路に急にとび出すことは絶対やめましょう

0夜間、 外出するときは明る U衣服を身につけま

しょっ。

砂家庭では

0交通安全について、家族ぐるみで話し合いましょ

つ。

どうしてニんな二とに・

「おみやげは

無事故でいいのおとうさん」

II It\川 1111 1'11111.' 1 1 111 ・- ・ 1111・-・"“・"・ 1111 ・・1I 1 1I .mm.・・・・・・ .mm'IIIIU'IIIII ~・ 11111 ・・ ・11m.“ 111 ・-・ 111 ・・ ' 111111'11111 ・ ・・ 111'"

市民産直大会
く産地直送、原価販売〉

くと き> 10月21日旧)午前10時から午後 3時

くところ〉 上回勤労者福祉センター前

〈内 容〉 海産物:ワカメ、白す干、干物聞など

果物:ブドウ、リンゴなど

野菜:鹿児島のさつまいも

定期監査の結果公表
上田市長石井泉殿

上田市議会議長 小林軍治殿

上田市監査委只小池守

同 松野ftl:平

定期監査の結果について (報告)

地方自治法第199条第 3項の規定に基づき実施した昭
和54年度第 1固定期監査の結果を次のとおり報告します。

戸】==ロ
惨監査の期間‘

昭和54年 4月12日から 8月31日まで。

砂監査の範囲‘

昭和53年度における財務に関する事務処理の状況、
契約および工事の状況などについて。

砂監査の対象か所‘

商工部商工課、労政課(上田勤労者福祉センタ一、

勤労青少年ホーム、働く婦人の家}観光課

(観光施設)、新幹線課

農政部 農林課(塩田地区有線放送所)、農業共済

課、耕地課、構造改善課、

建設部 管理課、土木課、都市計画課、下水道課、

建築課、国道ノ〈イパス謀、工事事務所

水道局 業務課、工務課、浄水管理事務所

砂監査の結果‘
各所管における財務に関する事務は、おおむね適正

に処理されているものと認めた。

それぞれの監査か所における細部の指摘事項につい

ては、そのつど留意または改善方を促した。

おもな指摘事項については別記のとおりである。

また、工事現場監査については、抽出により農政関

係 8か所、建設関係10か所、水道関係 1か所について
行ったが、工事はいずれも設計書のとおり完成してい

ることをE忍ゲコた。
なお、今後とも行政の多様化にともない、増大する

事務処理にあたっては、常に能率化に意を用い効率的

執行に配意されるよう望むものである。

(別記)

1.予算執行事務において、予算差引簿の科目月計表

の記入要領および伝票処理など事務的に注意すべ

きか所が見受けられたので善処されたい。

2.施設使用申請書において、所定事項の記入もれが

散見されたので注意されたい。

3.備品台帳の記帳鐙備、備品番号票の取扱いについ

改善するよう検討されたい。

4.工事などの委託契約について事務的に改善すべき

ものがあったので検討されたい。

5.原材料の受払し、に関し、受払簿の記帳整理に注意

すべきか所が見受けられたので善処されたい。

6.各種使用料、占用料、貸付償還金などの滞納坐理

には引続き努力されたい。

7.工事契約にともなう付属書・類の整備および契約滞
納上の事務的な面について検討されたい。

8 補助金および利子補給金など交付事務について、

事務的に改善すべきものが見受けられたので検討

さオLたし、。

9.公共下水道の普及率の向上については引続き努力
さオL1:こし、。



助一

記
念
式
典

品川

一
一
お
よ
び
祝
賀
式
…

一

と

き
u
H
卜

一
月
五
日
開
午
前
十
時
か

一

・句

m
m
と
こ
ろ

1
市
民
会
館

問
問
内

容

間
制
一
、
市
長
表
彰

u
n
q
d
 

ぽ

一

姉

妹

都

市

提

携

発

表

一

一、

市
民
憲
章
、
市
木
、
市
花
発
表

一

一
、
五
十
四
年
五
月
一
日
生
ま
れ
の

だ

人

に

記

念

品

贈

呈

一、

伸
び
ゆ
く
上
回
標
語
、
ポ
ス
タ

ー
発
表

えつ報

…
民

し

一

広

一

一

約
六
百
人
の
上
国
民
踊
連
合
会
の
皆

一

さ
ん
が
、
民
踊
流
し
を
行
い
ま
す
。
市

一

民
の
皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

一

と

き

1
十
月
二
十
八
日
間
午
後

O
時

日
三
十
分
か
ら
二
時
ま
で
。

日

と
こ
ろ

1
海
野
町
日
曜
広
場
。

問

曲

目

H
H
真
甲
山
し
、
真
田
音
頭
、
上

伴

田

小

唄

な

ど

。

p
h
u
 
明
…

S
B
C
ラ
ジ
オ
祭
り

一

一

…

〈
入
場
無
料
二

回

と

き

1
十
月
二
十
八
日
同
午
後
二
時

一

か
ら
五
時
。 踊

:云x
i)1し

と
こ
ろ

1
市
民
会
館

内

容

1
人
気
番
組
め
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
と
ゲ
ス
ト
の
競
演
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
会
、
ラ
ジ
オ
展
示
コ

l
ナ

な

ど
。

一石
井
鶴
三
作
品
展
一

当
市
に
最
も
ゆ
か
り
の
深
い
彫
刻
家

画
家
で
あ
る
石
井
鶴
三
さ
ん
の
代
表
作

の
ブ
ロ
ン
ズ
像
、
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

大
勢
こ
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
〉

十
月
二
十
九
日
聞
か
ら
十
一
月
十
日

出
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
。

た
だ
し
、
十
一
月
十
日
は
正
午
ま
で

十
月
三
十
一
日
附
、
十
一
月
七
日
附
は

休
館
目
。

〈
と
こ
ろ
v

山
本
鼎
記
念
館
、
博
物
館
。

〈
入
場
料
〉

一
般
二
百
円
、
高
校

・
大
学
生
百
円

小

・
中
学
生
五
十
円
。

一
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
一

炉」

き

1
十
一
月
五
日
開

と
ニ
ろ

l
国
分
寺
史
跡
資
料
館

内

容

M
H
市
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
、
市
制

六
十
周
年
記
念
行
事
関
係
、
子
供
の

夢
、
農
民
美
術
、
上
回
紬
(
つ
む
ぎ
)

な
ど
を
収
納
し
ま
す
。

熱戦をくりひろげた

市民ゴルフ大会

盆栽展

にぎわった

市
制
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
九
月

二
十
九
日
、
三
十
日
、
菅
平
カ
ン

ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
市
民
の
皆
き
ん
百
七
十
二

名
が
参
加
し
て

H

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
。

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
で
風
が
強
く
、
時
お
り

小
雨
の
降
る
悪

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中

で
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
力
い
っ
ぱ
い

の
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
シ

ニ
ア
の
部
で
は
仁
科

富
雄
さ
ん
(
中
央
一
一
)
、
レ
デ
ィ
ス
の

部
で
は
西
宮
或
子
き
ん
(
住
吉
)
、
一

般
の
部
で
は
高
山

登
さ
ん
(
上
塩
尻
)

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

同
記
念
行
事
と
し
て
九
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
市
総
合
展
示
館
で

行
わ
れ
た
砂
盆
栽
展
。
は
、
盆
栽
愛
好

者
の
皆
さ
ん
自
慢
の
作
品
が
百
十
は
ち

な
ら
び
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

9月の市制60周年記念行事

市制60周年記念獅子舞日程表

とき ところ 出場獅 子舞

10月28日(日) 日曜広場 午削10・30下室賀ニ頭獅子

11 : 00保野三頭獅子

11 : 45別所三頭獅子

上田駅前 午後 2: 00保野三日削師子

2 : 45別所三頭獅子

3 : 20 下室~三頭獅子

11月5日開)一円IJ広場.q:W!1l:30 'ii¥a肝ー
正午房山獅f

く産

〈と き〉

くところ〉

〈内容〉

悪天候の中でマイペースもくずれがち
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お知らせ

秋の交通安全運動がはじまった9月21日
i早朝、石井市長、小林市議会議長、笹沢上
:田警察署長など関係者の皆さんが上田駅前
:と海野町西友前交差点、で歩行者などにチラ
iシや黄色のハネを配って、交通安全をよび
:かけました。
(写真は突通安全をよびかける石井市長)

えつ

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
の

医
療
費
を
無
料
化

、ぅカ口M

報

明

広

〈前
年
分
の
所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯
対
象
に
〉

川
い

一

市
は
、
十
月

一
日
か
ら
、
次
の
こ
と
給
付
金
ま
た
は
公
的
扶
助
が
あ
れ
ば
、

一

が
ら
に
該
当
す
る
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
そ
の
額
を
控
除
し
た
金
額
に
な
り
ま
す
o

D
の
医
療
白
を
無
料
化
し
ま
す
の
で
、
該

〈手
続
き
方
法
〉

問
問
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
早
目
に
手
続
き
を
福
祉
事
務
所
福
祉
課

(一

階
窓
口
十

削
制
し
て
く
だ
さ
い

。

二

番
)
に
証
明
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

加

〈対
象
者
〉

担
当
地
区
民
生
委
員
さ
ん
に
証
明
し
て

即町一"
J
¥

配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
離
別
し
て
い
い
た
だ
き
、
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ

一

る
父
チ
家
庭
の
皆
さ
ん
か
こ
れ
に
準
ず
さ
い
。

一

る
父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
で
、
前
年
分
の

〈お
間
合
せ
〉

一

所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯

。

福

祉
事
務
所
福
祉
課
家
庭
児
童
相
談

号

〈支
給
額
〉

係

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
三
七
二
有
線

、，A別
十

月

一
日
か
ら
、

診
療
の
た
め
に
支

②

O
ヒ
九

二
か
国
保
年
金
水
医
療
給

第

払

っ
た
負
但
金
の
全
部
。
た

だ

し

、

健

付

係

(
台
⑫
四

-
O
O内
線
二
八
三
有

/

康
保
険
組
合
、
共
清
組
合
G
ど
の
付
加

線
母
O
七
d

ご

E----------a
・・2
・・・・・・
a----------------------------aE

~

闘
で
町
、
刑
不
山
引
相
三
年
生
に
ま
る
4

U

乃
供
さ
ん
の
隊
Q
を
募
集
し
ま
す
。

仙
川
家
庭
や
学
校
の
ほ
か
に
、
も
う
ひ
と

つ
の
新
し
い
社
会
を
子
供
た
ち
自
身
で

一下
水
道
主
任
技
術
者

一

一
資
格
試
験
実
施
一

一
〈什
月
初
日
制
市
役
所
〉

一

上
田
市
下
水
道
指
定
工
事
庖
規
則
に

よ
る
「
下
水
道
主
任
技
術
者
資
格
試
験
」

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

〈資

格

〉

1
、
高
等
学
校
(
旧
制
中
学
校
を
含
む
)

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
校
を
卒
業
し

た
人
で
、
管
工
事
の
設
計
、
ま
た
は

監
督
に
三
年
以
上
の
経
験
の
あ
る
人
。

2
、
管
工
事
業
務
に
五
年
以
上
の
経
験

が
あ
る
人
。

〈必
要
書
類
〉

受
験
願
書
、
履
歴
書
、
住
民
菜
、
卒

業
証
明
書

(受
験
資
格
1
の
人
)、
実
務

経
験
証
明
書
、
写
真
ラ
イ
カ
版
二
枚

〈受
験
料
・
申
込
締
切
り
〉

一
人
二
千
円
を
添
え
て
市
役
所
二
階

下
水
道
課
へ
十

一
月

一
日
附
か
ら
十
五

日
附
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈試
験
の
範
囲
〉

上
田
市
下
水
道
条
例
、
同
条
例
施
行

規
則
、
上
田
市
下
水
道
指
定
百
規
則
、

下
水
道
法
の

一
般
的
知
識
、
上
田
市
下

水
道
施
行
基
準
、
ビ
ニ
ー
ル
配
管
施
行

基
準
、
測
量

・
水
理
学
の
基
礎
学
科
。

〈試
験
日
〉

十

一
月
三
十
日
幽
午
前
九
時
か
ら
正

片
十

1
0

〈会

場

〉

市
役
所
六
階
大
会
議
室

〈お
問
合
せ
〉

下
水
道
諜
普
及
係

(
宮
⑫
四

一
0
0

内
線
三
五
七
)

一
マ
マ
と
育
児
の
教
室

一

一

開

催

一

こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
人
、
赤

ち
ゃ
ん
を
お
育
て
の
お
母
さ
ん
を
対
象

に
「
マ
マ
と
育
児
の
教
室
」
を
聞
き
ま

す
。
皆
さ
ん
、
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

日
十
月
二
十
五
日
附
午
後

一
時

三
十
分
か
ら
四
時
。

と
こ
ろ
H
上
回
東
急
イ
ン
内
国
際
ク
リ

ス
タ
ル
ホ
l
ル
。

内

容映
画
妊
娠
中
の
栄
養
、
心
身
の
衛

生
な
ど
を
テ
l
マ
に
し
た
カ
ラ
ー

映
画
。

講
演
「
お
母
さ
ん
の
健
康
と
丈
夫
な

赤
ち

ゃ
ん
を
生
む
た
め
に」

講
師
団
口
良
雄
さ
ん

(市
産
院

院
長
)

hヒ と 一一一-

si fき-T
i 11 --:_ 11 1:其
中H年十 汁イ
央 。月 νノ
町公 二 世云
t民十 ?
事館 一 春

;g)守
~ :t る
¥ 後 ...6.
住 ー ヨミ

刈
章
子
さ
ん

(栄
長
士
)
の
品
柄
。

チ
供
さ
ん
の
い

る
皆
さ
ん
に
限
ら
ず

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
H
H
菊
岡
知
子

(
宮
⑫
二
五
五

九
)

一長
野
県
東
信
地
区

一

一
労
働
問
題

一

一
専
問
講
座
の
受
講
座
一

と

き

1
十

一
月
八
日
嗣

一

部
午
後

二
時
か
ら
四
時
三
十
分
。
二
部
午
後

六
時
か
ら
八
昨
今
a

一十
分
。

と
こ
ろ
H
H
働
く
附
人
の
家
。

受
講
料
H
無
料

内

容

H

一
部
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経

営
」

市

師

松

永

英

二
さ
ん

(行

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
導
務
理
事
)

二
部
「
八
十
年
代
労
働
組
合
運
動
の

展

望

」

講

師

高

梨

昌

さ

ん

(信

州
大
学
教
授
)

募
集
締
切
り

1
十

一
月
占一
日
泡

申
込
先
・
お
問
合
せ
H

材

木

町

長

野

県
上
回
合
同
庁
舎
来
信
労
政
事
務
所

へ
所
定
の
申
込
書
ま
た
は
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。(
宮
③
一
六
二
九
)

一
上
回
第
五
回

一

一
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
カ
ブ
隊

一

一

ス

カ

ウ

ト

一

グ」

、たら



r 第 801号

l衰払 〈

保 つ 十 支
凶た月給

極負 一号里
会tEl-!:l ~ 
代金か

共の う、
I斉 主主 叫

組問 笠
ム v 弘そ

Zたの
土だた
の しめ
付、 lこ

加健支

係

(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
三
七
二
有
線

②

O
七
九
二
か
国
保
年
金
諜
医
療
給

付
係
(
宮
⑫
四

一
O
O内
線
二
八
三
有

線
②
O
七
-
二

~

隊
で
は
、
来
年
小
山
.F

4・生
に
去
る

F

H
仙川
さ
ん
の
隊
ハH
を
募
集
し
ま
す
。

仙川

家
庭
や
下
校
の
ほ
か
に
、
も
う
ひ
と

第

つ
の
新
し
い
社
会
を
子
供
た
ち
'U
身
で

一

つ
く
り
、
子
供
の
正
し

い
成
長
に
役
立

一

つ
カ
プ
隊
に
、
あ
な
た
の
子
供
さ
ん
を

一

入
隊
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
お
問
合
せ
H
お
近
く
の
隊
か
教
育
委
員

、、lJ
抑
制
会
社
会
教
育
課
青
少
年
係
(
宮
⑫
四

問問…

一
O
O内
線
五
五
二
)

年
郵

幻
岨
恒

和
3
昭
第
f
-¥
 

だえ

年金のことなら

なんでも

ご相談ください

国民年金

相談所開設

ロ
師
同

志
￥
+
広一

市
で
は
、
下
表
に
よ
り
国
民
年
金
相

一

談
所
を
附
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
相
談
、

一

周
出
の
受
付
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
収

一

納
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

日
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

ハh
u

斗
j

-

一

日一
簡
易
保
険
相
談

一

任
『

一

一

A
性

-

-

p

h

u

-

和
郵
便
局
で
は
、
次
に
よ
り
簡
易
保
険

刀
H
J
I

相
談
会
を
附
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

一

相
談
く
だ
さ
い
。

一

と

き

H
十
月
十
九
日
幽
か
ら
二
十

一

J

)
〉

ド
ー
口
H
C

一
と
こ
む
わ
H
上
田
西
武

一
階
東
側
入
口
。

つ

国民年金相談日程表

|五I也よ易

馬場町集会所

区

川 辺町会館

~、
:zo; 時日

午後 l時-411寺10月22日(月)

区

地

地

田

辺

常

JlI 

北常田公会堂

一
福
祉
用
電
話
機
器
を
一

一

あ
っ
せ
ん

一

上
回
電
報
電
話
局
で
は
、
身
体
に
ご

不
自
由
な
ど
の
あ
る
皆
さ
ん
に
福
祉
用

電
話
機
器
を
あ

っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一、

一
人
暮
ら
し
の
老
人
な
ど
の
皆
さ

ん
に
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
(
あ
ん
し
ん
)

緊
急
の
場
合
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け

で
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
電
話
番
号
に
、

基
準
、
測
量
・
水
理
学
の
基
礎
学
科
。

〈試
験
日
〉

十

一
月
三
十
日
幽
午
前
九
時
か
ら
正

弘
1
0

区地占
日~t 新田区民会館

午後 1時-4時10月23日伏)

神 )11J也区西古1;上堀公民館
午後 1時-4時10月24日(lJ()

区地東泉町集会所

城 下地区東部三 好町会館

城 下地区西部

区I也fiJi-月IJ

と

き

リ
十
月
二
十

一
日
間
午
後

一
時

か
ら
三
時
。

と
こ
ろ

1
中
央
公
民
館

内

容

l
子
供
の
食
事
に
つ
い
て
、
草

神川 地区北部

千曲町学童会館

別所公民館

一

札

の

日

し

一

一i
j
ー
し
健
康
診
査
一

一

三

歳

児

一

十

一
月
の
乳
幼
児
、

三
歳
児
健
康
診

査
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
二
時
三

十
分
。
た
だ
し
、
四
・
九
か
月
児
は
二
時
。

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

乳幼児健康診査日程表

会J品 市健康 セノタ 市t亙国母-Hlltr，Jt七ンター 市川商社会 日 程 表
稲祉七ンデー

会場
市飽時E 市川西社会

~1 4か月児 9か月児 l歳6か月児 4.9か月児 l歳6か月児 l局長6か月児 セノ 7ー 福祉セ ンター

象 54年7月 53年4TJ 53年4月
地区
市内市内

川西 全区 l

54年7月生 54年2内生 53(!'.5月生 生 生 生
児 54年2月 53年5月 53司令5月 主f 51年1月から

象 51年10月生

地区
新 l日 新 !日 ffr |日

塩 田 全区
児 51年6丹生

市内 市内 市内 市内 市内 市内 川西 全区

11月 7日 14日 6口 12r1 8日 28日 20 日 13 日
11月 30 日

15 日

午後 l時-4時

午後 l時-4時

三歳児健康診査

10月25日(木)

10月26日(金)

録
音
し
た
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
自
動
的
に
送

る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

二
、
難
聴
な
ど
の
皆
さ
ん
は
次
の
も
の

を
組
み
合
せ
て
利
用
す
れ
ば
便
利
で

す
。
①
通
常
の
電
話
機
の
十
八
倍
ま
で
受

話
音
量
が
調
節
で
き
る
シ
ル
バ
ー
ホ

ン

(
め
い
り

ょ
う
)

②
フ
ラ

ッ
シ
ュ
で
着
信
を
知
ら
せ
る

フ
ラ

y
シ
ュ

ベ
ル

③
低
周
波
で
着
信
を
知
ら
せ
る
シ
ル

バ
ー
ベ
ル

お
問
合
せ
H

上
田
電
報
電
話
局

上
回 ポー
第 IE 
A イ 3
2 スヨ
i カ E
イ ウ
?スト
:カヵ
トソフ

:ト隊

「危ないゲ~
と気づいたら {

生活交通課ヘ ( 

ご連絡ください i

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
「
危
な
い
」

と
思
わ
れ
る
場
所
や
物
が
あ
り
ま
せ

ん
か
。

ど
ん
な
小
さ
な
危
険
箇
所
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
至
急
次
の
と
こ
ろ

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
H
生
活
交
通
謀
(
宮
⑫
四

一

一

O
O内
線
二
七
六
・

二
七
七
有
線

一

②

O
七
四
五
)

~ 

ゑ三iAレー+-/'T'"'-ロn=士ご
11'本 Il.I/I...."ノ民μ7c

営林署で育てた緑化木、苗木の即売会

を次により行います。 ご家庭や、職場の緑

化に活用しでください。

くと き>10月24日(水)と28日(日)の
午前 9時から午後 3時

〈ところ〉東部町大字和

上国営林署和緑化事業所

~ 
4-，~ιι 
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雇
用
促
進
援
護
制
度

大
幅
に
拡
充

新
年
度
か
ら
、
雇
用
促
進
の
た
め
の

給
付
金
が
下
表
の
よ
う
に
大
幅
に
拡
充

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
援
護
制
度
を
上
手

に
活
用
し
、
中
高
年
齢
者
や
心
身
障
害

者
な
ど
就
職
困
難
な
皆
さ
ん
の
雇
用
促

進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

1
よ
回
公
共
職
業
安
定
所

(
宮

⑫
六
三
六
三
)

中
高
年
齢
者
に

働
く
職
場
を

〈叩
月
雇
用
促
進
運
動
〉

えつ......~ 801号 (盟諸端誤)一一広報

十
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
、
全

固
い
っ
せ
い
に
「
中
高
年
齢
者
雇
用
促

進
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
中
高
年
齢
者
の
皆
さ

ん
が
再
び
働
く
職
場
を
得
て
、
そ
の
労

働
能
力
と
職
業
経
験
を
充
分
に
発
揮
し
、

生
き
が
い
の
あ
る
職
業
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
定
年
制
延
長
な
ど
に

よ
り
現
在
就
職
中
の
皆
さ
ん
が
、
長
く
そ

の
職
場
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
民
み
ん
な
の
力
で
中
高
年
齢
者
の
雇

用
促
進
に
つ
と
め
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。企

業
は
じ
め
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

月1日

号

雇用促進援護制度のあらまし

イ系当f旦客員

対象者 1人当り年額

中小企業36万円

金
，ι 
11'[:] 支どな者象立せ

，品
川町Eコ支類

年延長奨励金

種

大企業27万円

対象者 l人当り年額

高年齢者雇

用安定指導

官(求人係)

中小企業18万円

大企業13万 5千円

最初の 6ヵ月分賃金

×含(す)+後の6ヵ

月分賃金X ~ (主)( ) 

は大企業

最初の 1ヵ年分賃金

×会(音)+後の6ヵ

月賃金X ~ (を)( )は

大企業

は再雇用により継続雇用するもの。

労働大臣が指定する期間中:45歳以上55歳未満の労働者

に中高年齢者 (45歳以上65:を公共職業安定所の紹介に

歳未満の者)を常用労働者!より雇用した場合。

として雇用し， 中高年齢者!

の雇用割合または雇用者数:55歳以上65歳未満の労働者

を高めた事業主。 を上記と同様の方法または

現在の指定期間 j公共職業安定所に求職申込

(みしである雇用保険の受給

55年 6月 7日まで ;者を直接雇用した場合。

55歳以上65歳未満の労働者を公共職業安定所の紹介によ

り常用労働者として雇用した事業主。

(60歳以上65歳末満の者に限る)継続雇用奨励金

中高年齢者雇用

開発 給 付金

定年年齢を56歳以上にiヲ|き上げる事業主に対し，最初に

新年度の適用を受ける者がでた日からヲ|き上げた年数に

相応する期間に，ヲ|き上げ前の定年年齢を超えて雇用す

る労働者につき支給される。

60歳以上の定年制をしく事業主であ って，定年到達者

を引続き勤務延長また

54年 6月 8日から

高齢担当指

導官

l万4千円X12ヵ月高年齢者雇用

金励

身障担当指
普通 1万 4千円X12

対象者 l人当り

ヵ月

公共職業安定所の紹介により身体障害者または精神薄弱

者を常用労働者として雇用した事業主。 (身体障害者の

雇用に係る場合は，常時 300人以下の労働者を雇用する

事業主で法定雇用身体障害者数以上の身体障害者を雇用

心身障害者雇用

奨 導官金励
重度 l万 6千円X18

ヵ月

対象者 l人当り

している事業主に限る)

公共職業安定所の紹介により重度障害者 ・重度精薄者・

45歳以上の身体障害者を雇い入れる事業主であ って重度 係人求10万円X24ヵ月

対象者 l人当り

障害者など雇用管理措置を実施するもの。

公共職業安定所の紹介により同和対策対象地域住民を常

重度障害者など

雇用管理助成金

高齢担当指

1万4千円X12ヵ月

導官

身障担当指

導官

1万4千円X12ヵ月

対象者 l人当り

用労働者として雇い入れた事業主。

公共職業安定所の紹介により寡婦などを常用労働者とし

て雇い入れた事業主。金励

+83) 

+50) 

+33) 
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